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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

 本論文は，複数のクライエントとの面接過程の検討を通して，治療が困難とされる重篤な神経性

やせ症（摂食障害）のクライエントに対する精神分析的な実践的なアプローチの工夫として「原初

的なわかること」に注目する意義について，主として対象関係論の立場から考察を行ったものであ

る。 

 第 1 部では，重篤な摂食障害への対象関係論的なアプローチについての概念の整理と問題提起を

行った。Freud から現代の Klein 派における身体の位置づけと，身体と心の関連について概念を整

理した後， Bion のコンテイニングや K-link の概念を発展させて，石橋氏は「わかること」よりも

さらに原初的な水準にある「原初的なわかること」という概念を新たに提唱した。「原初的なわかる

こと」とは，①対象と接触し，②受動的に与えられた良いものを取り入れながら，③対象を「良い

－悪い」の性質で仕分けることが可能となり，④さらに良い対象の取り入れを通して，コンテイナ

ーを成長に向かわせる思考の原初的な段階と定義され，重篤な摂食障害事例は，「原初的なわかるこ

と」の困難さによって，心身に良いものを摂取する、すなわち、「食べること」が困難な状態になっ

ていると仮定した。 

 第 2 部では，重篤な摂食障害事例における「原初的なわかること」を促進させるために必要な精

神分析的治療設定と，そのクライエントの行動化との関連について「薄皮の自己愛」及び「薄皮の

（心的）皮膚」という視点から検討を行った。さらに第 3 部では，コンテイナーとして常に安定し

た精神分析的治療設定においてはじめて可能となる重篤な摂食障害のクライエントとセラピストの

交流を通して，「原初的なわかること」の変化についてクライエント，セラピスト双方の視点から検

討した。 

 最後に第 7 章において，本研究の対象とした 7 名の重篤な摂食障害事例の治療経過を総合的に考

察した結果，「原初的なわかること」という視点が，「良い－悪い」の対象を区別できず，ことごと

く対象を拒絶し，些細な心理的介入や心の変化に対しても強い怖れを抱いてしまう「薄皮の自己愛」

を抱くクライエントに対して，セラピストが不安を和らげる解釈を行うことを可能にすると示唆さ

れた。 

 以上のように本研究は，重症摂食障害事例に対する精神分析的治療に基づく臨床研究であり，そ

の方法論的妥当性にはなお限界を認めるものの，その知見は最近の精神分析学で注目されるメンタ

ライゼーション理論とも近似しており，摂食障害への心理的支援の実践に有用な理論を提唱してい

る点において臨床心理学的意義が大きい。 

 よって，本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 


